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【 経営理念 体系図 】

≪経営理念≫

地域社会の繁栄に貢献するため

銀行業務を通じ最善をつくす

≪ブランドスローガン≫

感動を、シェアしたい。

≪Credo～私たちの約束～≫

＜理念＞

＜行動指針＞

「地域とお客さまへの約束」

・地域への貢献

・お客さまへの感謝

・卓越したおもてなし

・快適な店づくり

・身だしなみと行動

「自分自身と仲間への約束」

・誇りと責任

・仲間への感謝

・自己研鑽

・チャレンジ

・心豊かな毎日

＜宣言＞

【 概 要 】

１．大分銀行のプロフィール

本 店

創 立

資 本 金

従業員数

店 舗 数

預金等残高

貸出金残高

外部格付

： 大分市府内町3丁目4番1号

： 明治26年2月1日

： 195億98百万円

： 1,684名（出向者および嘱託等を除く）

： 94ヶ店（うち大分県内：83ヶ店）

： 2兆9,546億円

： 1兆8,093億円

： A+（日本格付研究所）

2018年9月30日現在

（別途東京事務所・香港駐在員事務所あり）
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「中期経営計画2019」は「長期経営計画2011」における最終ステップの経営計画です。「長期経営計画2011」期間中の

中期経営計画はそれぞれが独立したものではなく、前段の中期経営計画での取組事項をベースにステップアップしています。

【基本テーマ】

【基 本 方 針】

【基本テーマ】

【基 本 方 針】

変革への挑戦～大分銀行はお客さまとの絆を強めます～

地域密着型金融の実践

SPEED&CHALLENGE！

収益力の強化

【基本テーマ】

【基 本 方 針】

Best Quality

ＣＳＶの実現

「地域密着化戦略」＝

期間を定めず取組む

当行の「経営戦略」

他行から容易に模倣されない競争優位性を確立し、持続的で卓越した収益力を実現

「長期経営計画2011」

スタート時点の当行

「長期経営計画2011」

終了時点の目指す姿

「長期経営計画2011」
のビジョン

「
商
人
の
心
が
あ
ふ
れ
、

地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る

絶
大
な
存
在
感
を
持
っ
た
銀
行
」

一
貫
し
て
目
指
し
て
き
た
姿

【基本テーマ】

【基 本 方 針】

Create the Next Value

ＣＳＶの進化

次期経営計画へ

２．「中期経営計画2019」の位置づけ

2011～

2014～

2016～

2019～
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３．「中期経営計画2019」におけるSDGsへの取組み

（１）「中期経営計画2019」とSDGs

従業員 株 主 お客さま 地域全体 地球環境

SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、

持続可能な社会の実現を目指し、環境、エネルギー、教育、健康、雇用、ジェンダー平等、技術革新等、

社会全体に関わる課題の解決に向け、世界が取組むべき目標として2015年に国連において決定されたものです。

「中期経営計画2019」

ビジョン（目指す姿）
地域と共に価値を創造し、豊かな未来を切り拓く銀行

ステークホルダーと共に、ステークホルダーにとって、

持続可能な社会の発展への貢献

経済的価値 社会的価値共有価値

【当行にとってのステークホルダーのイメージ】

より広義

ビジョンの価値とは… ビジョンの実現

「中期経営計画2019」

では、SDGsの17目標

の内、以下の9目標に

特に注力していきます

4,5,7,8,9,

11,13,16,17

（詳細は次ページ）

「中期経営計画2019」のビジョン（目指す姿）は、「SDGs（持続可能な開発目標）」と価値観を共有しています。
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「中期経営計画2019」では、「SDGs」や「ESG」の観点から抽出された取組テーマ（地方創生、少子高齢社会への対応等）を、

「中期経営計画2019」の施策と結びつけ、取組みを展開していきます。

4

３．「中期経営計画2019」におけるSDGsへの取組み

（２）「中期経営計画2019」における取組み

SDGs/ESGの観点からみた
「中期経営計画2019」における取組テーマと方向性

E
S

G

地方創生

環境に配慮した社会の実現
（持続可能な社会づくりを促す投融資の推進）

少子高齢社会への対応

デジタルイノベーション

ダイバーシティ・働き方改革

コンプライアンス遵守
とガバナンス強化

（地域への安心・安全な金融サービスの提供）

大分銀行の持続的な
競争優位の確保へ

Environment
（環境）

Governance
（ガバナンス） Social

（社会）

SDGs目標の達成へ

「中期経営計画2019」とSDGsの
取組レベルでのつながり

県内18自治体との地域連携協定や地域商社「Oita Made」の活用
等を通じて、「まちづくり」や「地域産業の振興（地域産品の支援、観
光振興等）」を推進する。

「
中
期
経
営
計
画
２
０
１
９
」
の
重
要
課
題
と
の
対
応

少子高齢社会への対応

デジタルイノベーション

ダイバーシティ・働き方改革

環境に配慮した社会の実現

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守とｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ強化

重
要
課
題
１

重
要
課
題
2

重
要
課
題
３

大
前
提

事業承継や相続等、金融サービスを通じて少子高齢社会のニーズに応
えていくと共に、地域の金融リテラシー向上を図り、地域社会の健全な
資産形成を図る。

急速に進展する金融サービスのデジタル化へ対応することで、地域の決
済インフラ整備（キャッシュレス化等）に向けた取組みを進めると共に、
金融へのアクセス維持・向上を図る。

多様な人財（女性や高齢者等）が活躍できる職場環境を整えると共
に、仕事と生活（育児、介護等）の両立支援を通じて、雇用環境改
善等に率先して取り組むなど、地域の生産性向上に貢献する。

再生エネルギーの普及をはじめとする脱炭素社会に向けた投融資を推
進する等、環境に配慮した持続可能な社会づくりを金融の側面から支
援する。

当行役職員一人ひとりが「コンプライアンス」を遵守することで、地域が安
心して利用できる安全な金融サービスを提供すると共に、マネーロンダリ
ング等のあらゆる金融犯罪を排除する。

8 11SDGs目標

11SDGs目標 4

SDGs目標 8 9

5SDGs目標 8

SDGs目標 7

SDGs目標 16

SDGs/ESGと取組テーマの対応
地方創生

13

ステークホルダーと共に

社会的課題を解決していく
「金融」と「非金融」の連携を

通じて、「エコシステム」を構築

金融

行政

観光 買物

IT

教育 etc

交通

住居

大分銀行が提供する

プラットフォームを利活用

全
重
要
課
題
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４．「中期経営計画2019」の基本概念

（１）「中期経営計画2019」の体系図

「中期経営計画2019」の体系図
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４．「中期経営計画2019」の基本概念

（２）「中期経営計画2019」の骨子（基本テーマ、ビジョン、基本方針）

「中期経営計画2019」の骨子

基本テーマは、「当行が『地域密着化戦略』を実践する中で、これまで積み重ねてきた

施策を、一段と高い次元へと推し進め、高付加価値を追求していくと共に、経営環境の

変化に対しては、創造力豊かに新たな施策等を実践していく」という決意を表しています。

「中期経営計画2019」では、「これまでの積み重ね」と「新たな施策の実践」を通じて

「『次代』の価値」を創造していきます。

地域と共に価値を創造し、
豊かな未来を切り拓く銀行

ＣＳＶの進化
CSV＝Creating Shared Value（共有価値の創造）

基本
テーマ

当行と地域とは一体の関係にあり、地域の発展なくして当行の発展はありえません。

ビジョンは、「全役職員一人ひとりが、地域の課題解決に向けた主体的な取組みを実践

していく中で、地域との共有価値を創造することにより、地域、お客さま、そして当行

自身の豊かな未来を切り拓いていく」という当行の目指す姿を示しています。

「中期経営計画2019」では、地域、お客さまに対して実現する付加価値の「質」を、

更にと高いものへと進化させていくことを通じて、「ＣＳＶ（共有価値の創造）」の

取組みを一段と高いステージへと進めていきます。

ビジョン

（目指す姿）

基本
方針

●ＣＳＶ（＝Creating 

Shared Value：共有価値の

創造）とは、経営学者マイケ

ル・ポーターによって提唱さ

れている「社会的課題の解決

と企業の競争力（収益力）向

上を同時に実現する」という

考え方です。

●当行は「地域密着化戦略」

を実践する中、「中期経営計

画2016」より「ＣＳＶ」の

概念を盛り込み、浸透を図っ

てきました。

●人口減少をはじめとする地

域の課題が継続する中、地域

と当行の持続可能性の最大化

に向けて「ＣＳＶ」の重要性

が増しています。
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自律的な人財を育てる基盤の構築

スキルが多様な人財が活躍する体制の強化

戦略的広報の強化

生産性向上を実現する組織体制の構築

リスクアペタイト・フレームワークへの取組み

7

「中期経営計画2019」の重要課題と取組項目

高付加価値を実現する営業の進化

Face to Faceによる競争優位性の確保

お客さまとの接点強化

お客さま本位の営業体制の再構築

１

２

３

生産性を高める働き方の進化

デジタル接点の強化

店頭営業スタイルの進化

１

２

３

ＣＳＶの進化 CSV＝Creating Shared Value（共有価値の創造）基本方針

重要課題

１

重要課題

２

重要課題

３

環境変化を先取りする態勢の進化

進化を支える基盤の強化

１

２

３

４

５

これまでに積み重ねてきた「お客さま高付加価値と認めて

頂ける営業、サービスを実践する」という「お客さま本位

の取組み」の質を一段と高めていく。

ライフスタイルの変化やデジタルイノベーションを

はじめとする経営環境の変化に主体的に対応すべく、

新たな施策に挑戦していく。

「生産性向上」の取組みや、上記重要課題１,２に掲げる施

策を実践していくために、その支えとなる経営基盤を

構築する。

５．「中期経営計画2019」の重要課題と取組項目

【大分銀行の使命】地方創生・地域活性化 【全施策との連携】生産性向上

「プロセス」を重視した取組み、コンサルティング機能の強化（創業支援・

事業承継・M&A・海外進出支援等）、「事業性評価」の取組み強化、

「お客さま本位」の取組み実践 等

モバイル端末を活用した行内インフラ整備、抜本的な業務の簡素化・

自動化、 インターネット取引の拡大、電子決済業務の強化、店頭営業

における質の高い 相談サービスの提供 等

最適な人財ポートフォリオの実現、働き方改革、ダイバーシティの推進、

広報活動の強化、グループで経営資源を最大限に活用する組織体制の構築、

リスクアペタイト・フレームワークの構築に向けた取組み、

マネーロンダリング、テロ資金供与等への対応 等
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「地方創生・地域活性化」＝「大分銀行の使命」として、
地域の課題解決に向けた取組みを実践していく

8

「地域のプラットフォーム」としての機能充実

（地域商社の活用等）

まちづくりへの主体的関与、連携による地域の面的活性化２

３

観光・農林水産等、特色ある地域の産業支援１

地域の産業支援と面的活性化に向けた主体的取組み

中・長期的な取組みを通じて

「地域経済の好循環」を創り出していく

21,428 
17,838 

15 
1,462 

0

10,000

20,000

30,000

雇用者所得 その他所得

所得（地域内勤務者ベース） 地域外からの流入

22,937 

9,210 
4,006 

3,114 

153 

4,437 

0

10,000

20,000

30,000

民間消費額 民間投資額 その他支出

地域外への流出

地域外からの流入

支出（地域内ベース）

【分配（所得）】

【支出】

924 

11,869 

26,473 

0

10,000

20,000

30,000

第一次産業 第二次産業 第三次産業

付加価値額（総額）

支出による生産への還流

3兆9,266億円

所得への分配

3兆9,266億円

（単位：億円）

（単位：億円）

地域経済循環率

96.4％

【生産（付加価値額）】

所得からの支出

4兆743億円

（単位：億円）

【大分県の地域経済循環図（2013年実績）】
（地域経済分析システム(RESAS)データ（2013年実績値）を基に作成）

継続している地域の主な課題

23,430 

21,612 

22,507 

70.6%

76.3%

70.3%

60%

65%

70%

75%

80%

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016

法人数 赤字法人比率

147 139 129 120 111 105 99 

664 616 581 552 523 481 445 

355 376 379 372 362 361 353 

30%
33%

35% 36% 36% 38% 39%

0%

15%

30%

45%

0

500

1,000

1,500

2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
0～14歳 15～65歳

65歳以上 65歳以上比率

高い赤字法人比率

悲観的な事業の将来性

人口の減少 高止まりする休廃業件数
主な課題

1
主な課題

2
主な課題

3
【大分県の将来推計人口】

（国立社会保障・人口問題研究所(2018)）（単位：千人） （単位：一社）
【大分県の法人数】
（国税庁 統計資料(2018)）

【大分県の倒産、休廃業・解散件数】
（帝国データバンク(2019)）（単位：一社）

58 65
50 40

55
36 33 38
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253 265
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304

0

100

200

300

400

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018

倒産件数 休廃業・解散件数

「地方創生・地域活性化」＝「大分銀行の使命」として、地域の課題解決に向けた中・長期的な取組みを継続して実践して

いくことで、「地域経済の好循環」を創り出していきます。

６．【大分銀行の使命】「地方創生・地域活性化」（１）
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●当行は、2017年8月「地方創生のプラットフォーム」として、大分県

内の優れた素材を商品化し、国内外に販売することを目的とした地域

商社「Oita Made株式会社」の設立を支援しました。

●当行は、引き続き「Oita Made株式会社」の支援を通じて、県内の優

れた素材の発掘や商品化による販売を促進することで、生産者をはじめ

とする関係者への支援や、地域経済の活性化を実現していきます。

「地域のプラットフォーム」としての機能充実

（地域商社の活用等）

まちづくりへの主体的関与、

連携による地域の面的活性化

多様なステークホルダーと連携し、

「地方創生・地域活性化」に貢献する「総合的金融事業」を目指していく
9

２ ３

●当行は、大分県をはじめ県内18自治体と包括的な連携協力協定を締結

する等、各地域の自治体や関係機関との「連携」を進めてきました。

●そうした「連携」から得られる情報や知見を活かしながら、私たちに

とって楽しい、住みやすいと思える「まちづくり」に主体的に関与して

いきます。

●具体的には、PPP/PFI案件の組成、創業支援、空き家や空き店舗の活

用等に主体的に関与しながら地域の面的活性化に取組んでいきます。

観光・農林水産等、特色ある地域の産業支援１

地域の産業支援と面的活性化に向けた主体的取組み

●大分県においては、観光関連産業や、多様な高品質の産品を産出している

農林水産業等、特色ある地域産業が数多くあり、地域の発展に大きく貢献し

ています。

●大分銀行グループでは、地域のお客さまへの直接支援により、生産、販売

活動の充実や雇用創出に貢献していくことは勿論、「観光資源の発掘」や、

「ビジネスマッチング・海外を含む販路の拡大等を通じた産業の支援」、

「農林水産業の６次産業化等の産業の育成」についても、直接手掛けていく

ことで、地域経済の好循環を創り出していきます。

大分銀行グループでは、「地域の産業支援と面的活性化に向けた主体的な取組み」を、多様なステークホルダーと連携して

実践することで、「地方創生・地域活性化」を実現していきます。

６．【大分銀行の使命】「地方創生・地域活性化」（２）



「中期経営計画2019」

自己資本比率

連結当期純利益

10

対外指標

１

【共通】2016年度,2017年度は実績値、2018年度は2018年11月12日公表「業績予想の修正に関するお知らせ」に基づく見通し、2019年度～2020年度は計画値。

45億円

対外指標

２ OHR 82.6％

対外指標

３ 10.07％

＝大分銀行グループ全体の当期利益の

総額（連結修正後）を示すもの

経費

コア業務粗利益
＝ × 100

＜収益性＞

大分銀行グループ全体の企業活動の成果を表す指標。

収益力強化に向けてグループ一丸となった取組みを強力に推進します。

（連結損益計算書上では「親会社株主に帰属する当期純利益」を指す）

＝ × 100
コア資本

リスクアセット

銀行業における業務の効率性、生産性を示す代表的な指標。

闇雲な経費削減ではなく、無駄な業務の削減や効率化を進めながら、成長

に向けた投資はしっかりと行います。

銀行の健全性を示す代表的な指標。

持続的な利益計上を通じ、コア資本の更なる充実を図ります。一方で、積

極的なリスクテイク（リスク管理とセット）を通じてお客さまの事業を

しっかりと支えるべく、当比率は引上げばかりを目指すのではなく、

当行の健全性が確保されている現在のレベルを目標水準とします。

＜効率性・生産性＞

＜健全性＞
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夢を共に分かち合う。厳しさを共に実感する。長い時間を共に過ごし、考え抜き、とことん話し合う。

それも、ひとりの行員とお客さまという関係を超え、何としてもお役に立ちたいという、執念に近い情熱。

アイデアにあふれ、期待に応える提案。また、ひとりの人間としての信頼。そこで、はじめて、強い絆が生まれる。

やりきること。挑戦すること。諦めないこと。

そして、地域の皆さまやお客さまと、その発展・成功を共に喜び、「大分銀行で良かった」と感動して頂くこと。

それが私たちの、感動です。



本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。

こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により変動する可能性があることにご留意ください。


